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〒１７４－８５０２   東京都板橋区小豆沢」１－６－８  小豆沢
あ ず さ わ

病院  ☎０３－３９６８－７９９３(直通) 

看 学 生 

通 信 

2016年 1 月号 

みなさんお元気ですか？年末年始もあっという間に過ぎ去り、テストや実習など現実に戻されますね～ 

一つ一つ乗り越えていくしかありません。看護師になるためにファイトです！皆さんの力になれるように 

小豆沢病院ではインターンシップを積極的に受け入れているのでぜひ体験しに来て下さいね♪ 

 

日程 メニュー 講師 

７/１８ 認知症について学ぼう 看護師 

９/１９ 足浴の実践 看護師 

１０/１７ 移乗介助の方法 看護師 

１１/２１ 一時救命処置の実践 看護師 

１２/１９ 採血採血採血採血のののの実践実践実践実践    看護師 

１/１６ 糖尿病について学ぼう・栄養指導 栄養士 

２/６ 口腔ケアの実践 看護師 

 

 

１３：５０ 小豆沢病院外来待合室集合 
申し込み方法は簡単です申し込み方法は簡単です申し込み方法は簡単です申し込み方法は簡単です    

電話かメールで参加しますと伝えるだけです。当日は動きやすい服装と筆記用具持参で参加してください。 

資料の準備などがあるため１１１１////８８８８((((金金金金))))・１・１・１・１////２９２９２９２９((((金金金金))))１７時までに申し込みお願いします。１７時までに申し込みお願いします。１７時までに申し込みお願いします。１７時までに申し込みお願いします。 

電話：０３－３９６８－７９９３（看護学生室直通 担当者：村上、峠） 

メール：kangakusei@kenbun.or.jp 
学校名、学年、名前を記入し土曜講座参加とメールしてください。 

１月の土曜講座は糖尿病患者さんへの食事指導について学びましょう。実習で糖尿病患者さんを

受け持つこともあるかと思います。糖尿病を治療していく上で食事はとても重要になってきます。

どのように指導を行うのか栄養士さんから学びましょう。血糖測定も体験してみましょう。 

 

 

採血の実技を中心に、アンプルカットや点滴の滴下計算や点滴の準備、滴下

調整など盛りだくさんの講座になりました 

   看護師を目指す際、一番不 

安だった技術だったので、何度も 

注射器の操作ができて良かったです。 

 実際に看護師さんの話も色々とお 

聞かせ下さったので参考になり 

ました。１年生 

    学校でもそろそろ採血の 

演習が始まるので、良い予習にな 

りました。アンプルの吸い上げも復習でき

たので良かったです。やってみて気が付く

こともたくさんあったのでまた確認してお  

きたいと思いました。 

    １年生 

     学校とは違う穏やか 

な雰囲気の中で、看護師の方  々

から丁寧に教えて頂きとても勉強に 

なりました。分らない所は繰り返し練習で

きたり、なぜそうなのか詳しく答えて頂け 

たり今後に役立てていきたいと思い 

ました。 

     ２年生 

    

点滴や採血はまだ習って 

いないものなので予習になりました。 

６月の土曜講座でやっていましたが、やり 

方を忘れていて上手くできませんでした。今 

回できなかったところを振り返り次回につな 

げていきたいです。患者さんが痛みを感じる 

技術なのでしっかりできるようにし 

たいです。 １年生 

２月は第一土曜日に土曜講座を行います。今年度最後の土曜講座は口腔ケアの実践です。小豆沢

病院では高齢者が多く入院されています。高齢者の口腔ケアはとても重要で誤嚥性肺炎の予防、

唾液の分泌を促すこと、口腔機能低下の予防、などの目的があります。ケアの方法は様々で、患

者さんに合った方法を工夫しながら行っています。実習に役立つ内容で講座を行います。 



 

 

    

 

 

 

 

  

 

  

 

 

    

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

  

  

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

  

私たちの病院は、いつでも、どこでも、だれでも安心私たちの病院は、いつでも、どこでも、だれでも安心私たちの病院は、いつでも、どこでも、だれでも安心私たちの病院は、いつでも、どこでも、だれでも安心

して受けられる良い医療を地域の人々とともにつくりして受けられる良い医療を地域の人々とともにつくりして受けられる良い医療を地域の人々とともにつくりして受けられる良い医療を地域の人々とともにつくり

あげてきました。私たちは、患者さまの生活や労働のあげてきました。私たちは、患者さまの生活や労働のあげてきました。私たちは、患者さまの生活や労働のあげてきました。私たちは、患者さまの生活や労働の

実態も見つめ、豊かに人間らしく生きることができる実態も見つめ、豊かに人間らしく生きることができる実態も見つめ、豊かに人間らしく生きることができる実態も見つめ、豊かに人間らしく生きることができる

よう援助することをめざし、「やさしさと思いやり」を抱よう援助することをめざし、「やさしさと思いやり」を抱よう援助することをめざし、「やさしさと思いやり」を抱よう援助することをめざし、「やさしさと思いやり」を抱

いて患者様を看護しています。「患者さまのことを一いて患者様を看護しています。「患者さまのことを一いて患者様を看護しています。「患者さまのことを一いて患者様を看護しています。「患者さまのことを一

番に考える看護師になりたい」そんなあなたを私たち番に考える看護師になりたい」そんなあなたを私たち番に考える看護師になりたい」そんなあなたを私たち番に考える看護師になりたい」そんなあなたを私たち

は求めています。ぜひ、見学にいらしてください。は求めています。ぜひ、見学にいらしてください。は求めています。ぜひ、見学にいらしてください。は求めています。ぜひ、見学にいらしてください。    

随時開催 
申し込み・問い合わせ 

小豆沢病院看護学生室 峠・村上 

直通電話：０３－３９６８－７９９３ 

mail：kangakusei@kenbun.or.jp 

＜応募資格＞ 

・看護師・保健師養成機関在学者または入

学決定者。 

・養成機関卒業後当院に就職する意志があ

り、奨学生活動に参加できる者。 

＜給付金額＞ 

月額／５万円 返済なし 

東京都、日本学生支援機構など併用可 

 

小豆沢病院の奨学生制度はお金だけの関係ではなく、毎月奨学金を受けている学生が同じ日

に集まり学校での悩みや今やっていることなどを報告したり、医療の情勢を学んだりしてい

ます。奨学生になる時期や学校はバラバラですが将来同じ病院で働く仲間として学生時代か

らの関わりを大切にしています。 

 ＜＜＜＜奨学金説明奨学金説明奨学金説明奨学金説明会会会会＞＞＞＞    

随時開催 
事前にお問い合わせください 

全てのお申込、お問合せは小豆沢病院学生室（村上・峠）まで 

直通TEL：03-3968-7993  E-mail：kangakusei@kenbun.or.jp 

携帯TEL：080-1236-0698 

小豆沢病院学生室は看護学生の応援をする事で、将来一人でも多くの看護師が 

誕生する事を願っています。そのために看護体験や土曜講座など様々な企画を行ない、 

通信を中心にして参加を呼びかけています。また、それ以外にこちらから病院及び関連 

施設におけるボランティアのご協力をお願いする事もあります。皆さんの個人情報は 

それらの為に活用しています。 

お申し出があった時には通信の停止、名簿からの削除を速やかに行ないます。 

 

入職を決めた理由（２０１４年卒） 

私は看護実習を通して、退院後はどのように生活していくのか、生活するた

めにはどうすれば良いのかを、疑問に思っていました。小豆沢病院は地域密着

型病院であり病院周囲に診療所、訪問看護ステーションがあり退院後も患者様

に関われます。入院生活だけではなく、退院後の生活のことも関わっていく考

えに共感し入職を決めました。 

看護師を目指す高校生、看護学生のボランティアも参加し、１２月２２日小豆沢病院でクリス

マス会を行いました。入院中の患者さんご家族が７０名ほど参加し楽しい時間を過ごしました。 

ボランティアの学生と職員が一緒に紙人形劇(ペープサート)を発表しました。 

ボランティアに参加するのは初めて

だったのですが、職員の皆さんが優

しくいごごちが良かったです。 

クリスマス会を盛り上げ

るお手伝いが出来て楽し

かったです。 

患者さんの笑顔が印象的でした。病院

スタッフが力を合わせて行っていると

ころが良いと思いました。 

患者さんに自分から話しかける事ができ

ませんでした。患者さんの笑顔が良かっ

たです。 


